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問題 と 目的
文部科学省（2012）によると，平成23年度の学
校での暴力行為の件数は，小学校で7175件，中学
校は39282件といずれも極めて多い。そのため，暴
力行為やその背景にある怒り・攻撃性に関する心理
学的理解と支援のニーズは非常に高いと考えられる。
心理学分野における怒り・攻撃性に関しては，
Spielberger et al.（1988）が提唱した，怒りの 3次
元モデル（Anger―Hostility―Aggressionモデル）
を元にした研究が行われている。これは，怒りを感
情面（怒り感情）・認知面（敵意など）・行動面（攻
撃行動など）ら多面的に捉えるものであり，アンガー
マネジメントなど，近年学校で用いられる怒りへの
予防・介入方法の多くが依拠する，有用なモデルで
ある（Smith et al., 2006）。
日本の小中学生を対象とした研究において，怒り
に焦点化し，かつ適切な尺度や分析手法を用いた研
究はさほど多くない。その中で検討がなされている
ものでは，ビッグファイブ（曽我ら，2002），学校
生活享受感情（坂井・山崎，2003），正負感情（勝
間・山崎，2007），特性不安（伊藤ら，2010）な
どが挙げられる。しかしこれらの研究は，怒りの促
進ないし抑制要因，もしくは怒りが表出された結果
に関する検討である。ストレッサーのような怒りを
生じさせる心理的変数との関連については，学校ス
トレッサーとストレス反応との関連の研究はあるも
のの（例えば岡安ら，1992），怒りに着目した検討
はほとんどなされていない。そのような中で金山
（2008）は中学生を対象に，学校ストレッサー（岡
安ら，1992）と一般的な怒りとの関連を検討し，
感情面に友人や規則のストレッサーが，認知面に友
人と教師ストレッサーが，攻撃行動には教師や規則
のストレッサーが，主に影響することを報告してい
る。ただし，小学生に関する類似の検討はこれまで
のところ見当たらない。
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Abstract
This study investigated the relation between anger in the school context and stressors among elementary
and junior high school children. The responses of 186 elementary school students and 294 junior high school stu-
dents on the Japanese version of the Multidimensional School Anger Inventory, which consisted of Anger
Experience, Hostility, Destructive Expression and Positive Coping subscales, and items for the stressors related
to teacher, academics, friend, parent and self, were used.
Hierarchical multiple regression analysis showed that teacher-related stressor significantly increased
Hostility and Destructive Expression at school, and that Hostility moderated some of the impact of other
stressors on behavioral expression of anger. Academic stressor had a significant effect on Destructive
Aggression at junior high school age. Non-school-related stressors (parents-related and self-related) also had ef-
fects on cognitive and behavioral anger, depending on participants' gender and age level. Thus, together with
building teacher-student rapport and reducing school stress, comprehensive approaches which include families
and local communities would be needed to deal with anger-related problems and their prevention at school.
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さらに，学校現場への知見の還元という視点から考
えた場合，金山（2008）も含め先行研究には共通
の課題がある。それは使用尺度に起因するものであ
るが，多くの研究で使用されているのは，怒りの一
般的な傾向を測定するAggressionQuestionnaire
（Buss&Perry,1992）日本語版（安藤ら，1999）
の小学生用（坂井ら，2000）や中学生用（大竹ら，
1998；嶋田ら，1998），あるいは敵意的攻撃イン
ベントリー（秦，1990）となっている。これらの
尺度で測定される怒りは，場面状況に限定されない
一般的な性格傾向に対するものである。そこから得
られる知見は有用ではあるものの，学校という文脈
を反映しているとは言い難く，したがって学校内で
生じる怒りや暴力行為を理解するうえで限界がある。
例えば，岡安ら（1992）は，学校ストレッサーとス
トレス反応との関連性について検討する中で，学校
ストレッサーによるストレス反応の説明率がそれほ
ど高いものではなかったと報告している（R2=.22―.
31）が，この研究で用いられたストレス反応は，
場面やその原因を限定しない一般的なものであった。
先述した学校における怒りのように，従属変数もス
トレッサーと同様，学校という文脈に特化されたも
のである場合，これらの間により強い関連が認めら
れる可能性がある。
加えて，小学生と中学生で共通する質問紙を用い
た研究はなく，そのため得られた知見を直接的に比
較できないという限界がある。しかしながら，中1
ギャップという言葉に象徴されるように，小学校か
ら中学校への環境移行における心理的支援は非常に
重要であり，小中学生における共通点や差異を直接
的に検討することは有意義であると考えられる。
このような流れを受け，学校という場面を反映し
た怒りの尺度（JapaneseversionofMultidimen-
sionalSchoolAngerInventory，以下J-MSAI；
下田・寺坂，2012a）を用いた研究として下田・寺
坂（2011）がある。下田・寺坂（2011）は，小学
校高学年と中学生を対象に学校ストレッサーと怒り
との関連を検討し，小学生では教師ストレッサーが，
中学生では教師ストレッサーとともに学業ストレッ
サーが，それぞれ学校での怒りに影響を及ぼすこと
を示した。
ただしこの研究では，中学生の学校での怒りを学
校ストレッサーで説明できる割合が最大でも約 2
割であり，中学生の学校での怒りは，学校で経験す
るストレッサー以外に大きく影響を受けている可能
性が示唆された。さらに，学校での怒りは小中学生
で共通であるが，学校ストレッサー尺度は小中学生
で共通する尺度がなく，別個のものを使用したこと
から，両者の差異を直接検討できないという限界が
あった。
そこで本研究では，学校での怒りとストレッサー
に関して小中学生で同一の尺度を用い，学校での怒
りにストレッサーが及ぼす影響について検討するこ
とを目的とする。両者の関連を明らかにすることで，
学校での怒りに影響を及ぼす外的要因に関する知見
が得られ，小中学生の学校での怒りを理解する一助
となり，怒りが学校不適応に結びつく場合の環境調
整や心理的支援に役立つことが期待される。なお学
校以外のストレッサーとして，小学校高学年，すな
わち思春期という特徴を踏まえると，成長に伴って
変化する自分自身に関するものと，親子関係の変化
に伴うものが考えられる。本研究では，この2つ
の領域を加味したストレッサーと怒りとの関連を検
討することとした。
方 法
調査協力者 公立小学校2校199名（男子104名，
女子95名）と，公立中学校2校324名（男子171名，
女子153名）であった。分析には，記入漏れを除く
小学生186名（男子95名，女子91名）と中学生294
名（男子156名，女子138名）のデータを用いた1）。
使用した尺度
（1）学校での怒り：J-MSAIの短縮版（Japanese
shortversionofMSAI，以下JS-MSAI；下田・
寺坂，2012b）を用いた。本尺度は学校での怒り
の感情面として怒り体験（・クラスのだれかがい
たずらをしたので，放課後全員が残された・等の
出来事に対して腹が立つ程度を評定），認知面と
して敵意2）（例：・学校なんてムダだ・等の考えに
対して当てはまる程度を評定），行動面として破
壊的表出（例：・おこったときは，何かものをな
ぐる・等の行動を取る頻度を評定）および積極的
対処（例：・学校ではらがたった時は，その気持
ちをだれかに聞いてもらう・等の行動を取る頻度
を評定）の，4下位尺度からなる（各5項目，4
件法）。下田・寺坂（2012b）は，短縮版でも元
尺度と同じ因子構造が再現されることや，使用に
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耐えうる妥当性と信頼性を報告している。
（2）ストレッサー：岡安ら（1998）の小学生用
学校ストレッサー尺度3）（・友だちに，むしされ
た・など，学業，教師，友人に関するストレッサー
各3項目）に，服部・島田（2003）の尺度から
自己ストレッサー（例：・自分の性格についてな
やんだ・）および親子関係ストレッサー（以下親
ストレッサー，例：・親が自分の気持ちをわかっ
てくれなかった・）の2下位尺度を追加した（各
3項目，4件法）。
調査時期と手続き 本研究は2011年9月から11月
にかけて行われた。事前に，調査の目的や協力が任
意であること，プライバシーの保護などをまとめた
保護者向け文書を配布した。その後尺度をまとめた
質問紙を，帰りの会など時間に，クラス担任を通じ
て一斉に実施，回収した。表紙には，調査目的の説
明，性別と学年を問う項目とともに，協力は任意で
あること，集計された平均値などを用いて学校生活
をよりよくするために使用されること，個人の回答
は調査者以外に知られないことが明記され，口頭で
も同様の説明がなされた。終了後，協力へのお礼と
して，ストレスマネジメント教育（山中・冨永，
2000）のリラクセーション技法をまとめたプリン
トを生徒に配布した。また結果の一部はクラスごと
に集計され，調査者がコメントを添えて学校へフィー
ドバックした。
結 果
本研究では，帰無仮説の棄却を危険率5％で判
断した。分析には統計ソフトウェアR（ver.2.13.
2）のパッケージおよびHAD9.32（清水・村山・大
坊，2006）を使用した。また先行研究において，
ストレッサーおよび学校での怒りに関して性差が示
されているため（例えば岡安ら，1998；下田・寺
坂，2012a），男女別に分析を行うこととした。
尺度分析 本研究では2つのストレッサー尺度を
合わせて用いたため，下位尺度の再現性を検討する
目的で因子分析を行った。平行分析で因子数は 5
と推定されたため，5因子解を指定した最尤法（プ
ロマックス回転）による因子分析を行った。その結
果，5因子解は元の尺度構成に対応し，かつ適合度
はRMSEA＝.04と良好だったため，5因子解は妥
当と判断し，それぞれ原尺度の名称を使用した。基
礎統計として，学校での怒りとストレッサーの各下
位尺度の内的一貫性（ω），平均値および標準偏差
をまとめたものをTable1に示す。
ストレッサーと学校での怒りとの関連 ストレッ
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Table1 本研究で用いた尺度の内的一貫性および対象者別の基礎統計
小学生 中学生
内的一貫性 男子 女子 男子 女子
（ω） （n=95） （n=91) （n=156） （n=138)
怒り体験 .80
13.35 13.56 14.41 14.40
（3.71） （3.26） （3.85） （3.21）
敵意 .88
7.56 6.76 9.62 10.52
（2.81） （2.20） （2.82） （3.13）
破壊的表出 .80
7.36 7.18 8.31 8.50
（2.68） （2.40） （2.48） （2.86）
積極的対処 .70
9.76 10.24 9.46 10.40
（2.99） （2.61） （2.44） （2.61）
学業
.77
5.68 5.51 7.08 7.85
ストレッサー (2.02） （2.02） （2.24） （2.15）
教師
.86
4.73 3.98 4.76 4.71
ストレッサー （2.56） （1.41） （2.14） （2.22）
友人
.85
5.77 5.37 5.14 4.74
ストレッサー （2.64） （2.37） （2.08） （2.04）
自己
.79
5.28 6.12 5.76 6.79
ストレッサー （2.35） （2.62） （2.21） （2.58）
親
.87
5.73 6.23 6.58 6.50
ストレッサー （2.28） （2.67） （2.66） （2.67）
平均値下の（ ）は標準偏差
サーを追加したことの統計的な有意味性も加味して
検討するため，JS-MSAIの各下位尺度得点を目的
変数とし，説明変数として，ステップ1で学校ス
トレッサーの3つを，ステップ2で自己および親
ストレッサーを追加して投入する階層的重回帰分析
を，学校段階および性別に行った（Table2）。なお
いずれの説明変数においても，多重共線性の指標値
VIFは1.05―1.64と十分に低いものであった。
分析の結果，小学生の男子では，怒り体験には友
人ストレッサーが，敵意には教師ストレッサーが，
破壊的表出には教師ストレッサーと友人ストレッサー
が，それぞれ影響を及ぼしていた。説明率の増加量
は，破壊的表出のみ有意であった。女子では，敵意
に教師ストレッサーが，破壊的表出に教師ストレッ
サー，親ストレッサーおよび自己ストレッサーが，
積極的対処に自己ストレッサーが，それぞれ影響を
及ぼしていた。説明率の増加量は，敵意と破壊的表
出が有意であった。
中学生について，男子では，敵意に教師ストレッ
サーと親ストレッサーが，破壊的表出に自己以外の
4つのストレッサーが，積極的対処に教師ストレッ
サーと自己ストレッサーが，それぞれ影響を及ぼし
ていた。説明率の増加量は，破壊的表出と積極的対
処が有意であった。女子では，敵意に学業ストレッ
サー，教師ストレッサーが正の自己ストレッサーが
負の影響を及ぼし，破壊的表出に学業ストレッサー，
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Table2 ストレッサーから学校での怒りへの階層的重回帰分析の結果
小学生男子 小学生女子 中学生男子 中学生女子
⊿R2 β ⊿R2 β ⊿R2 β ⊿R2 β
怒り
体験
ステップ1 .14* .04 .05 .01
学業ストレッサー .04 -.04 .12 -.09
教師ストレッサー .23* .20 .15 .05
友人ストレッサー .23* .00 -.03 -.02
ステップ2 .02 .03 .02 .01
自己ストレッサー -.10 .06 -.05 .11
親ストレッサー .17 .17 .17 -.03
TotalR2 .16* .07 .07 .02
敵意
ステップ1 .38* .27* .11* .27*
学業ストレッサー .19* .15 .13 .23*
教師ストレッサー .54* .24* .27* .48*
友人ストレッサー .04 .27* .01 -.15
ステップ2 .03 .06* .03 .04*
自己ストレッサー .03 .16 -.07 -.21*
親ストレッサー .20 .19 .21* .00
TotalR2 .41* .33* .15* .31*
破壊的
表出
ステップ1 .29* .16* .25* .24*
学業ストレッサー .22* .07 .28* .27*
教師ストレッサー .23* .34* .25* .23*
友人ストレッサー .31* .08 .17* .17*
ステップ2 .06* .17* .04* .01
自己ストレッサー .17 .26* -.05 -.09
親ストレッサー .17 .32* .23* .00
TotalR2 .35* .33* .29* .24*
積極的
対処
ステップ1 .06 .05 .12* .04
学業ストレッサー .14 -.17 .13 -.21*
教師ストレッサー -.08 .02 .23* -.02
友人ストレッサー .18 .22 .11 .14
ステップ2 .04 .07 .11* .06*
自己ストレッサー .24 .29* .38* .20*
親ストレッサー -15 .00 -.04 .11
TotalR2 .10 .11 .23* .10*
*p＜.05
教師ストレッサーおよび友人ストレッサーが正の影
響を，積極的対処に学業ストレッサーが負の，自己
ストレッサーが正の影響を，それぞれ及ぼしていた。
説明率の増加量は，敵意と積極的対処が有意であっ
た。
ストレッサーと敵意の交互作用 攻撃行動は，認
知的過程や潜在的な認知構造によって規定される
（Burksetal,1999；Dodgeetal,1997）。このこ
とから，敵意の違いにより，破壊的表出や積極的対
処へのストレッサーの影響力に差が生じることが予
想される。そこで，破壊的表出，積極的対処をそれ
ぞれ目的変数とし，説明変数に，ステップ1で敵
意および各ストレッサーを，ステップ2で敵意と
各ストレッサーの交互作用項を追加する階層的重回
帰分析を行った。本分析では，各対象者の下位尺度
ごとの平均値で得点を中心化し，交互作用項が有意
であった場合，Cohen&Cohen（1983）のガイド
ラインに基づき，±1SDを基準に下位検定を行った。
なおいずれの説明変数においても，多重共線性の指
標値VIFは1.16―5.08と十分に低いものであった。
以下，⊿R2，交互作用項ともに有意な結果のみ
記述する。小学生の男子では，積極的対処が，学業
ストレッサー，敵意とも高い場合，いずれかが低い
場合よりも得点が高く，また親ストレッサーが低く
敵意が高いと，いずれも低いまたは高い場合より得
点が高かった。一方女子では，破壊的表出について，
友人ストレッサーが低く敵意が高いと，いずれも低
いまたは高い場合より得点が高く，また自己ストレッ
サー，敵意ともに高いと，いずれかが低い場合より
得点が高かった。
中学生は，男子では交互作用は全て有意でなく，
女子では，破壊的表出で学業ストレッサー，敵意と
もに高いと，いずれかが低い場合より得点が高かっ
た。さらに積極的対処について，学業ストレッサー，
敵意ともに低いと，いずれかが低い場合より得点が
高かった。
考 察
怒り体験への影響について 怒り体験については，
小学生男子における友人ストレッサーの影響力以外
はすべて有意でなかった。説明率も全体として低く，
学校場面で体験される怒り感情の高さは，ストレッ
サーの存在に左右されにくい，より特性的な側面を
持つと考えられる。このことはその他の怒りの側面
がストレッサーの影響を受けていたことと対照的で
あり，Spielbergeretal.（1988）が指摘するよう
に，個人の怒り特性を理解する上で，感情的側面に
注目することが有用であることを示唆していると考
えられる。
敵意への影響について 小中学生，男女ともに，
教師ストレッサーの影響が有意であった。中井・庄
司（2008）によると，中学生の教師に対する信頼
感，中でも安心感が，中学生の様々な学校適応感へ
肯定的な影響を及ぼす。友人への信頼感より教師へ
の信頼感が学校適応により関連するという報告もあ
ることから（前田ら，2008），教師とのよりよい関
係構築が，学校への敵意の変容に重要であるといえ
そうである。
また中学生男子のみ，親ストレッサーの正の影響
力も示された。三浦・上里（1999）や石毛・無藤
（2005）の調査によると，中学生女子は母親からの
サポートを多く受けている4）。すなわち中学生女子
では，親子関係はストレッサー，ソーシャルサポー
トのいずれにも機能することが多く，結果として影
響がオフセットになるのかもしれない。
さらに中学生女子のみ，学業ストレッサーで正の，
自己ストレッサーで負の影響が示された。先行研究
では，学業ストレッサーの経験頻度（石毛・無藤，
2005；三浦・上里，1999；岡安ら，1992），影響
度評価（三浦・上里，1999）とも女子の方が高い。
また岡田（2008）は，学校生活への順応に，女子
のみ学業への意識が影響することを示した。これら
の知見を踏まえると中学生女子は，学業ストレッサー
の経験が多くなる傾向にあり，学校生活への順応が
低下しやすく，その発生源としての学校を否定的に
認知するようになると推測される。そのため，学業
ストレッサーの受け止め方を広げるような認知的な
介入が有効である可能性がある。自己ストレッサー
に関しては，生起要因の一つとして理想自己と現実
自己のギャップが考えられるが，石津（2012）に
よると，理想自己と現実自己の食い違いは過剰適応
傾向と関連する。さらに中学生の過剰適応傾向は女
子の方が高い（石津，2007）。理想自己と現実自己
のギャップにより，女子は自己ストレッサーを経験
しやすく，それにより過剰適応傾向が促進され，結
果として学校に対してポジティブな態度が構成され
たのかもしれない。そうであるならば，学校への否
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定的な態度の低さは，適応という観点からは一概に
望ましい状態であるとは言えず，今後より詳細な検
討が必要であろう。
破壊的表出への影響について 小中学生の男女と
もに，教師ストレッサーの影響が有意であった。小
学校高学年から中学生に調査を行った大西ら
（2009）によると，生徒が認知する教師の態度が，
生徒のいじめ加害傾向を抑制するが，今回の結果を
踏まえると，いじめに限らず怒りの直接的な表出は
全般的に，教師との関係性が影響するのかもしれな
い。
また小中学生とも男子については，友人ストレッ
サーの影響が有意であった。吉岡（2001）は，中
学生において親密性は女子が高いことを明らかにし，
男子は内面的な自己開示がさほど重要でなく，表層
的なつき合いの段階にある可能性があることを指摘
している。小学校高学年での性差は明らかではない
が，こういった友人とのつき合い方の違いが，友人
ストレッサーの影響力とも関連していることが考え
られる。
さらに小学生女子では，敵意が高い場合において，
自己ストレッサーが高いこと， 友人ストレッサー
が少ないことが，破壊的表出を高めることが示され
た。前者については，小学生女子は男子と比較して
自己価値の認識が低い（西野，2007）という指摘
があることから，自己ストレッサーが自暴自棄的に
破壊的行動を表出しやすくなることが考えられる。
また友人ストレッサーについては，友人関係が良好
であると，学校に対する否定的認知が高ければ怒り
を直接的に表出できるが，友人関係が悪化した状況
では，友人間での孤立化やさらなるトラブルを回避
するために抑制的に行動し，破壊的表出が低くなる
のかもしれない。すなわち小学生女子の破壊的表出
の背景を見立てる際には，自己ストレッサーの影響
を想定することと，破壊的表出が低い場合でも，葛
藤回避や抑制といった必ずしも望ましい適応状態で
ない可能性にも留意する必要があると思われる。
次に中学生に関しては，男女ともに学業ストレッ
サーも有意であった。中学生にとっては，定期考査
や受験勉強といった点で学業がストレスフルになり
やすく，学業ストレッサーの影響が高まってくると
考えられる。特に女子については，敵意が高いと，
学業ストレッサーの影響がより高まるという結果も
示されたことから，学業に対する認知の幅を広げた
り，学習の計画立案や遂行，取り組みの効力感を高
めるといった働きかけを通して，学業ストレッサー
の影響力をコントロールする支援が重要であると思
われる。
積極的対処への影響について 小学生では女子が，
中学生では男女ともに，自己ストレッサーからの正
の影響が示された。自己ストレッサーは自分の能力
や性格について悩むといった，直接的あるいは即時
に解決しにくい内容からなっており，自尊感情や自
己効力感を低めたり，不安感情を高めやすいと推測
される。したがって，学校で感じる怒りに対しても，
適応的・向社会的な積極的対処によって，他者から
の肯定的な評価を得たり，自己の内面に生じる不快
な感情に折り合いをつけるよう試みているのかもし
れない。
なお小学生男子では敵意が高い場合，学業ストレッ
サーも高いと得点は高いが，親ストレッサーが高い
と得点が低かった。これは敵意が高い場合，学業ス
トレッサーは積極的対処の促進要因に，親ストレッ
サーは抑制要因になることを示唆している。学習に
対する自己効力感は男子の方が高い（吉田・戸田，
2004）ことから，学業ストレッサーは男子の自己
効力感にネガティブな影響を及ぼすため，適応的・
向社会的な積極的対処によって自己効力感の回復を
試みる可能性がある。また，子どもの認知する親の
養育態度と子どもの向社会的行動との関連性も指摘
されており（文野・藤田，2000），親ストレッサー
が高いと向社会的行動が抑制され，積極的対処も取
られなくなるのかもしれない。
また中学生男子では，教師ストレッサーが高い場
合に得点が高かった。中井・庄司（2008）による
と，生徒の教師に対する信頼感が，学校適応感の幅
広い側面に影響を及ぼす。さらに男子は女子より教
師からの情緒的サポートの知覚量が少ない（細田・
田嶌，2009）。これらの知見から，教師からのサポー
トをあまり受けていないと感じている男子は，教師
に起因するストレッサーを知覚していると，怒りを
望ましい形で表出することで，友人関係や教師との
関係の悪化を防ぎ，学校適応感の低下を回避しよう
と試みることが考えられる。
そして中学生女子では敵意と学業ストレッサーが
共に低い場合に積極的対処の得点が高く，これは学
校への敵意が高い場合のみならず，学業ストレッサー
が増えても積極的対処が取られなくなる可能性を示
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している。学業ストレッサー得点は女子の方が高い
が（三浦・上里，1999：岡安ら，1992），その影
響は積極的対処にも表れる，といえる。
なおこのように積極的対処の表出は複雑なプロセ
スを経ている可能性があり，こういった男女差や発
達段階の差異を生じるプロセスについて，より詳細
な検討が必要である。
重回帰分析の決定係数および増加率について 本
研究では，学校での怒りの要因として，学校ストレッ
サー以外に2種類のストレッサーを追加した。そ
の結果，小中学生女子の敵意，小学生女子と中学生
男子の破壊的表出，中学生の積極的対処で，説明率
の増加が有意かつ追加したストレッサーの有意な影
響が示された。特に小学生女子の破壊的表出での増
加率は17％と，かなり高い値であった。これらの
ことから，学校の文脈で捉えられる怒りの背景には，
学校外のストレッサーの影響もあると推測され，そ
れらへの反応としての怒りが学校において表出され
やすいと捉えることができる。学校での暴力行為は，
学校で生じるという特質上，教師がその最前線に立
たざるを得ないが，その原因が教師や学校にばかり
あるのではないともいえ，情報交換を密にしたり，
指導や対応方針を共有するといった家庭や地域との
連携も含めた総合的な対応が必要であると思われる。
なお重回帰分析の決定係数を見ると，小学生では
16―41％で，30％台が多かったが，中学生では10―
31％で，20％台が多かった。これは十分に高い値
とはいえず，したがって学校での怒りについては，
ストレッサーが原因で生じるといった単純な因果関
係のみでは十分説明できない，という解釈が成り立
つ。そのため，これまで述べてきたような，教師と
のよりよい信頼関係構築やストレッサー軽減のため
の働きかけとともに，より多面的，包括的な視点か
らの理解と支援が必要であると推測される。
今後の課題 学校での怒りを説明するのに，スト
レッサーだけでは不十分であることが示唆されたこ
とから，他の要因に関する検討を行って，学校での
怒りに関する知見を蓄積することが必要である。さ
らに，アンガーマネジメント（例えば大河原，
2004）やストレスマネジメント（例として山中・
冨永，2000）をはじめとする心理教育を含め，学
校での怒りに関する，より適応的な支援に関する検
討も必要であると思われる。
〈注〉
1）項目の記入漏れの発生は0―1.3％と極めて低く，
完全にランダムな欠測と判断した。
2）下田・寺坂（2012a，2012b）は元尺度の表現
である・cynicalattitudes・を訳した・皮肉的態
度・を使用しているが，近年では・hostility・と
表現される場合もあるため（例えば Smithet
al.,2006），本論文では・敵意・とした。ただし項
目内容は学校や教師に対する否定的な態度を表
わしており，一般的な敵意とは異なる。
3）学校ストレッサー尺度の小学生用と中学生用
（岡安・高山，1999）は，下位尺度は共通して
内容も似通っていることから，中学生に適用し
ても一定の知見は得られると判断した。
4）石毛・無藤の調査（2005）では，父親サポート
は男子が有意に高いとの結果もあるが，論文中
の数値から算出した効果量はd＝0.19であり，
男女間の実質的な差は小さいと判断した。一方
母親サポートの効果量はd＝0.28，三浦・上里
（1999）の調査でも d＝0.42であるため，全体
としての親サポートには意味のある男女差があ
ると判断した。
〈付記〉
ご協力くださいました学校関係者および生徒の皆
さんと，ご助言いただいた富山大学准教授の石津憲
一郎先生に感謝申し上げます。
なお本研究の一部は，日本学術振興会科学研究費
助成事業（課題番号23730650）の助成を受けた。
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